
 

 

   地域とともに学ぶ 〜百合が原公園で広がる学び〜 

豊明イノベーション担当 

令和７年 10 月、百合が原公園に札幌市初のパーク PFI 事業の取り組みとして「LiLiLi（りりり）」がオー

プンし、多くの注目を集めています。 

本校では、令和３年度から「豊明イノベーション」と銘打ち、学校改革を進めてきました。現在、様々な

場面で耳にする「ウェルビーイング」についても、令和 4 年度から学校教育目標（スクールミッション）に

位置付け、その実現に結び付く学習を進めています。百合が原公園パーク PFI 事業を運営する「YURIGAHARA 

PARK FUTURE LABO」さんの、教育・福祉と連動した公園づくりを目指したいという思いと、地域の教育力を

活かして、教育活動を充実させたいという思いが合致し、令和 7年３月に「魅力ある公園づくりと人材育成

に関する包括連携協定」を締結しました。 

４月の PTA 総会前の参観授業では、パーク PFI 事業に参画する企業の皆さんと生徒と保護者が一緒になっ

て、公園でやってみたいことを思い描き、アイデアを出し合いました。その後、カフェのオープンに向け

て、各学科では次のような学習に取り組みました。 

 リサイクルサービス科：廃プラスチックのリサイクル企業と連携した学習 

 工芸ものづくり科：カフェで使用する食器製作 

 服飾ものづくり科：カフェスタッフが着用するエプロン等の製作 

 流通サービス科：LiLiLi のロゴ入り T シャツ等のプリント作業やチラシのポスティング 

また、月１回の全体会への参加や、地域のお祭りで LiLiLi に飾る「ガーランド」を地域の方と一緒に制

作する活動を生徒が企画・運営しました。オープン前には、各学年が完成間近の建物を訪れ、理想のメニュ

ーや、やってみたいことを考える学習にも取り組みました。 

オープン後は、流通サービス科がホールやキッチンでの学習を、クリーンサービス

科が清掃を中心とした学習を、日常的に授業の一環として行っています。 

百合が原公園での活動が始まる以前から外部の方と関わる学習はありましたが、

これほど密接なつながりの中で、日常的に地域に出て学ぶ取り組みは多くありません

でした。「はたらく」ことを通して生き方を考える学習の実践が、本格的に始まって

います。 

学 校 だ よ り 
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